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提供機関：北陸大学 

科
目
名 

国際社会論 授業形態 開講期間 9月27日 ～ 1月24日 

英文科目名 Sociology of transnational relations ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

 

開講時間 火曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 温井 鋼哲 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールームA 

単位数 2単位 

定員数 定員無し 

特別聴講学生等定員 定員無し 

科目等履修生定員 定員無し 

シティカレッジ聴講生定員 定員無し 

定員超過時の選考方法等 特になし 

成績評価の 

方   法 

課題レポート 50％， 

発表・討論 30％， 

授業参加度 20％ 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 本授業を通じて，一人の人間として，日本人として，または地球市民として，グローバル化する世界の中で，

如何に国際社会を理解し，国際社会と付き合っていくかについて学ぶ。国際社会には国家間の複雑な関係，そ

して国内における様々な民族・宗教による葛藤・紛争や戦争があり，世界的に貧困問題や経済格差，移民問題

による対立，地球環境問題，ジェンダー問題，地域統合など様々な問題や課題について，わかりやすく行使す

るとともに，アクティブ・ランニング形式で，受講者との双方向のディスカッションなどを重視することによっ

て，受講者が楽しく国際社会の諸問題について勉強し，考えることができることを目指す。 

その他特記事項 

 

授業担当教員紹介 URL https://kklig.exblog.jp/ 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail k-li@hokuriku-u.ac.jp 

 

提供機関：北陸大学 

科
目
名 

ジャーナリズムとメディアリテラシー 授業形態 開講期間 9月27日 ～ 1月24日 

英文科目名 Journalism and media literacy ①対面授業 

②オンライン授業 

③対面・オンライン併用 

復習用ビデオの録画・配信 

◯ 

 

 

 

開講時間 火曜日 第3講時 17：30 ～ 19：00 

受
講
定
員
等 

担 当 教 員 志田 義寧 開講場所 
石川県政記念しいのき迎賓館 

3階 セミナールームB 

単位数 2単位 

定員数  

特別聴講学生等定員  

科目等履修生定員  

シティカレッジ聴講生定員  

定員超過時の選考方法等  

成績評価の 

方   法 
授業への参加度と課題レポートによる総

合評価 

授
業
料
等 

特 別 聴 講 学 生 

（大学等に在籍する学生） 

科 目 等 履 修 生 

（社会人で単位を必要とする者） 

シティカレッジ聴講生 

(社会人で単位を必要としない者) 

検 定 料 入 学 料 授 業 料 別途負担費用 
募集期間：  

受  講  料 
検定料 入学料 授業料 別途負担費用 

        10,000円 

科
目
の
内
容 

 ここ数年，メディア不信が広がっている。その原因の一つに，正確な記事を書いていないという批判がある。では，
正確な記事とは何だろうか？事実に基づいていれば，それは正確であると言えるのか？ 
 事実は無数にあり，選択する事実によって，見える景色は違ってくる。例えば，経済分野では，記事を構成するピー
スは全て事実でも，実質か，名目か，起点をどこに置くか，比較対象を何にするかで，正反対の記事を書くことも可
能だ。 
 記者の仕事は取材で集めた事実を積み上げ，本当のこと，すなわち真実を明らかにすることだが，事実と真実はイ
コールではない。 
 この授業は，ジャーナリズムの原則や課題等について理解するとともに，事実を見る目を養うことを目的とする。
人間の認知能力には限界があり，常に合理的に判断しているわけではない。とりわけ誰もが持っている認知の癖（バ
イアス）は，フェイクニュースが拡散する一因にもなっている。 
 講師は2020年までロイター通信等の記者として20年超にわたり取材活動を続けてきた。形式的なジャーナリズム論
ではなく，取材の現場から見えたものを伝えていく。講師が長く関わってきた経済報道や企業の情報開示についても
掘り下げる。 

その他特記事項 

教科書は使用しない。 

授業担当教員紹介 URL https://www.hokuriku-u.ac.jp/about/teacher/y-shida.html 

ホームページ・メールアドレス等 E－mail y-shida@hokuriku-u.ac.jp 

火 


